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科学技術振興調整費の変遷

昭和35～55年 昭和56年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 昭和62年 昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成８年 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

特別研究促進調整費
科学技術振興調整
費創設

総合研究 総合研究

目標達成型脳科学研
究推進制度

知的基盤整備推進制
度

平成９年度

ゲノムフロンティア
開拓研究推進制度

調査・分析

研究情報整備・省
際ネットワーク推
進

緊急研究 緊急研究

緊急受託研究

地域流動研究 社会・社会基盤研究

助成研究 重点基礎研究

省際基礎研
究

開放的融合研究推
進制度

個 重 際共 究
国際共同研究

個別重要国際共同研究
国際共同研究
総合推進制度

重点国際交
流

流動促進研究

重点研究支援協力員制度
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平成 年度までの各プログラムの概要12



各種研究制度一覧 
 総合研究 

（昭和 56 年度創設） 
生活・社会基盤研究 
（平成７年創設） 

制度の概要 科学技術会議の総合調整機能の観点か

ら重要な研究テーマについて、産学官

の研究ポテンシャルを集結し、複数機

関の有機的連携の下に、総合的な取り

組みを推進。 

生活者重視の新たな社会を構築するために、国研、

大学、地方自治体、民間のそれぞれの研究ポテンシ

ャルを活かしつつ、生活者の視点からの意見等を反

映しつつ、生活の質の向上及び地域の発展に資する

目的指向的な研究開発を総合的に推進する。 
課題等の選定 各省庁   経団連等 

↓      ↓ 
 
 
 
 
 
 

各省庁等の提案を踏まえ、科学技術会

議において研究課題を選定 
 

 
 
 
 

↓           ↓ 
 
 
 
 
 
 

生活者ニーズ対応研究については、科学技術会議に

おいて研究テーマを選定の上、実施計画を策定 
研究（運営） 
の体制 

 
 
     → 
    
     ← 
 
 
 
 

↓  ↑ 
外国研究機関 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生活者ニーズ対応研究については、必要に応じ、研

究モニターの協力による第Ⅱ期研究を実施。 
研究期間 ５年間 

（Ⅰ期：３年間、 
Ⅱ期：２年間） 

３年間（必要に応じ第Ⅱ期３） 

 
  

↓ 
（研究調査小委員会） 

↓ 
科学技術会議 

事務局： 科学技術庁 

研
究
推
進
委
員
会 

A 省 
 
B 省－大学 
 
C 庁－大学 
 

民間等 

（生活者ニーズ対応研究）

各省庁、地方自治体 
民間等からの提案 

（地域先導研究）

地域自治体からの

研究課題提案 

 
↓ 

（生活・社会基盤研究小委員会） 
↓ 

科学技術会議 

事務所：科学技術庁 

（生活者ニーズ対応研究） 
総合推進委員会 

（地域先導研究） 
地域中核ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ 

 
有機的連携 

国 

研 

大 

学 

自
治
体 

民 

間 



 
 重点研究支援協力員制度 

（平成７年度創設） 
研究情報整備・省際ネットワーク推進 

（平成６年度創設） 
制度の概要 創造的な基礎研究を推進するため国立試験

研究機関を対象として、重点研究領域に研究

内容や研究者のニーズに合わせて研究協力

員のチームを手当し、的確な研究支援を行

う。 

基礎研究をはじめとする研究活動の推進に

大きく寄与するために、各省庁、大学等の研

究機関を結ぶ省際研究情報ネットワークの

整備・運用及び利用に資するための調査研究

を推進するとともに、研究情報のデータベー

ス化に関する調査研究を推進。 

課題等の選定 各省庁 
↓ 
 
 
 
 
 

科学技術会議において課題を選定 
 

各省庁   経団連等 
↓      ↓ 

 
 
 
 
 
 

科学技術会議において課題を選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 

非常勤職員 
として研究 
支援チーム 
を手当 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

研究期間 
５年間 

省際ネットワーク推進 ３年間 
研究情報整備     ５年間 

 
  

↓ 
（政策委員会） 

↓ 
科学技術会議 

事務局 ： 科学技術庁

↓ 
科学技術会議 

事務局：科学技術庁 

研究協力員 

重点研究 

国  研 

研
究
推
進
委
員
会 

A 省   B 省

 
C 省 

 
民間、大学 等



 中核的研究拠点（ＣＯＥ） 
育  成 

（平成５年度創設） 

省際基礎研究 
（昭和 63 年度創設） 

制度の概要 具体的構想をもってＣＯＥを目指そうとする

国立試験研究機関等の研究計画に調整費を充

当 

国研の優秀な研究リーダーのもとに、省庁の

枠を越え、国際的にも研究者を集結し、ヒト

中心の研究運営による基礎的・先導的研究を

推進 

課題等の選定 各 省 庁 等 
↓ 
 
 
 
 
 
 

科学技術会議において対象機関を選定 

研究リーダー 
↓ 

各省庁 
↓ 
 
 
 
 
 
 

科学技術会議において研究リーダー及び研究

課題を選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

技術者 
 

 
 
 
 

外国人研究者

 
 
 
 
 

Ｂ省    民間、大学等 
ｂ研究所  研究者 
研究者 

研究期間 ５年間 ３年間 
 
  

↓ 
（ＣＯＥ育成委員会） 

↓ 
科学技術会議 

事務局 ： 科学技術庁

↓ 
（研究調査小委員会） 

↓ 
科学技術会議 

事務局 ： 科学技術庁

↓ 
（COE 化対象領域） 

↓ 
 
 
 
 

↑  ↓ 
研究評価委員会 

研究機関 

開放的・流動的 
 

研究体制 

 
国 研 
大 学 
民間等 
外 国 

研究者

A 省 

ａ研究所 
研究リーダー

 
研究者 

ｂ研究所 
 研究者 



 国 際 研 究 交 流 
重点国際交流 

（平成３年度創設） 
個別重点国際共同研究 
（昭和６２年度創設） 

制度の概要 効率的・効果的な国際交流の推進のため研究

者等が直接意見交換を行うワークショップ

を実施 

科学技術協力協定等において協力の推進が

約束されている等、国際交流を深める上で重

要性の高い国際共同研究を推進 

課題等の選定 各省庁等 
↓ 
 
 
 
 

科学技術庁が調整したワークショップ開催

の具体的分野から実施分野を科学技術会議

が選定 

各省庁等 
↓ 
 
 
 
 

国際交流を進める上で重要性の高い課題を

科学技術会議が選定 

研究（運営） 
の体制 

ワークショップ 
↑  （招聘等）  ↑ 

 
 
 
 

   ↑ ↓（共同研究） 
 

研究期間 単年度 単年度（継続あり） 
 
  

↓ 
科学技術会議 

事務局：科学技術庁
↓ 

科学技術会議 

事務局：科学技術庁 

＜日本＞ 
Ａ省 
大学 

民間等 

＜相手国＞

Ｂ省 
大学 
民間等 

＜日本＞ 
Ａ省 

ａ研究所 

＜相手国＞ 
ｂ研究所 



 重点基礎研究 
（昭和６０年度創設） 

調査・分析 
（昭和５６年度創設） 

制度の概要 各国研において、将来の技術展開の柱となる

ことが期待される革新的技術シーズの創出を

図るための基礎的研究を推進 

科学技術政策立案の為の基盤調査（ソフト調

査）及び課題選定の為の調査（フィージビリ

ティースタディ）を実施 

課題等の選定 各国研所長 
↓ 

各省庁 
↓ 
 
 
 
 

各所長の裁量による課題選定を受け、科学技

術庁が調整し、科学技術会議が選定 

各省庁等 
↓ 
 
 
 
 

 
 
科学技術会議において課題を選定 

研究（運営） 
の体制 

 
 
 
 
 

    招聘 
 
 

 
 

       ← 
       → 

 
 
 
 

研究期間 
単年度（継続あり） 

単年度 
（ソフトは調査継続あり） 

 
  

↓ 
科学技術会議 

事務局：科学技術庁

↓ 
（基礎調査小委員会） 
（研究調査省委員会） 

↓ 
科学技術会議 

事務局：科学技術庁

Ａ 省 
ａ研究所 

研究者  研究者 

外国人 
研究者 

調
査
推
進
委
員
会 

科学技術庁

  ↓委託

↓ 
民間等 



 緊 急 研 究 等 
緊急研究 

（昭和５６年度創設） 
緊急受託研究 

（昭和６２年度創設） 
制度の概要 年度途中に発生した自然災害、社会問題、国

際対応等の突発自体に対応して機動的に研

究・調査を実施 

緊急実験の一環として各省国研における受

託研究ニーズに対し、機動的に研究を実施 

課題等の選定 各省庁等 
↓ 
 
 
 
 

緊急性及び重要性の認められるものについ

て、科学技術会議が課題選定 

各省庁等 
↓ 
 
 
 
 

緊急性及び重要性の認められるものについ

て、科学技術会議が選定 

研究（運営） 
の体制 

 
 

       ← 
       → 

 
 
 
 

 
 
 

    受託 
 

 

研究期間 
単年度 単年度 

 
  

↓ 
科学技術会議 

事務局：科学技術庁
↓ 

科学技術会議 

事務局：科学技術庁 

Ａ省 国研 

民間・ 
地方公共団体 

研
究
推
進
委
員
会 

Ａ省－Ｂ省 
 

Ｃ省 
 

大学、民間等



 人中心の基礎研究 
地域流動研究 

（平成２年度創設） 

制度の概要 地域の産学官の研究機関に、地域内外の優れ

た研究者を結集し、地域中核オーガナイザー

の指導のもとで基礎的・先導的研究を推進 
課題等の選定  

各省庁 地方自治体 
↓ 

地域中核オーガナイザー 
↓ 

（研究調査小委員会） 
↓ 

Ｃ Ｓ Ｔ 
 
ＣＳＴが地域中核オーガナイザー及び研究課

題を選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 
 

← 
 
← 
 
← 

 
 

 

研究期間 ３年間 
 
  

地
域

内

外

の
研

究

者

＜地域内＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜地域外＞ 

 

Ａ 国 研 
地
域
中
核
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

Ｂ 公立試 

Ｃ 民 間 

Ｄ 国 研 



 制度先導プログラム 
目標達成型脳科学研究推進制度 

（平成９年度創設） 
知識基盤整備推進制度 
（平成９年度創設） 

制度の概要 「脳を知る」、「脳を守る」、「脳を創る」の３

領域において、国研、大学、民間研究機関等

の連携の下に、一定の達成目標を設定し、そ

の実現を目指して研究を推進することにより

我が国の脳科学研究の向上に資する。 

産学官が連携して研究開発を進めることが効

果的であり、かつその研究開発の成果より、

多くの研究機関、研究者が最先端の研究開発

活動を安定化、効果的に進める事が期待され

る知的基盤の整備に資する研究開発を行う。

課題等の選定 各省庁 民間研究機関等 
（戦略目標に即した提案） 

↓     ↓ 
 
 
 
 
 

 
各省庁等の提案を踏まえ、科学技術会議政策

委員会において研究課題を選定 

中核候補機関 
（各省庁 民間研究機関等） 

↓     ↓ 
 
 
 
 
 

 
中核候補機関からの提案を踏まえ、科学技術

会議政策委員会において研究課題を選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 

↓     ↓ 
 
 
 
 
 

 
 
 
※研究管理統括は研究実施には参加せず、研

究実施計画の調整、研究費の配分案の調整等

の課題全体の進行管理を行う。 

 
 
 

   

 
 
 
 
※知的基盤整備とは、研究開発活動等の安定

的、効率的な推進を図る上で不可欠な標準、

生物遺伝資源等の研究用資材、先端基盤ツー

ルの整備を対象とする。 
※中核機関は、参加機関及び研究者の選定・

調整、研究実施計画及び資金計画案等の調

整・作成、研究成果のとりまとめ等を行い研

究運営を統括する。 
研究期間 ５年間 

（研究開始後３年目に中間評価を実施） 
５年間 

（研究開始後３年目に中間評価を実施） 
 
  

↓ 
（脳科学委員会） 

↓ 
科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁
↓ 

（知的基盤整備小委員会） 
↓ 

科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁

脳科学委員会（目標設定） 

目標 
研究管理統括 

中間目標   中間目標 
 

研究計画 

連
絡
調
整 

Ａ
省
国
研 

Ｂ
省
国
研 

Ｃ
省
国
研 

大 
 

学 

民 
 

間 

中核機関（研究オーガナイズ）

Ａ
省
研
究
所 

Ｂ
省
研
究
所 

民 
 
 

間 

大 
 
 

学 



 制度先導プログラム 
流動促進研究制度 
（平成９年度創設） 

ゲノムフロンティア開拓研究推進制度 
（平成１０年度創設） 

制度の概要 任期付研究員が限られた任期中に特に密度の

高い研究活動を効果的に行い成果を上げるこ

とが可能となるよう必要な経費を措置し、国

研における研究者の流動的かつ独創的な研究

活動の推進に資する。 

科学技術会議が定める重点領域において、特

定の生命現象に関し、中核機関のオーガナイ

ズの下、産学官、関係省庁の研究機関を有機

的に連携させ、当該生命現象の分子レベルの

理解とそれに基づく応用のための研究を推進

する。 
課題等の選定 国立試験研究機関 

（各 省 庁） 
↓ 
 
 
 
 
 

 
科学技術会議政策委員会において研究課題を

選定 

中核候補機関 
（各省庁 民間研究機関等） 
（重点領域に則した提案） 

↓ 
 
 
 
 
 

各省庁等の提案を踏まえ、科学技術会議政策

委員会において研究課題を選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 

 
 

 
任期付研究員 

 
・研究者 
・研究支援者 

 

※任期付研究員に対して、限られた任期中の

研究を効果的に実施出来るための研究費を措

置する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
※中核機関は、参加研究機関への助言、指導

等を行う他、研究実施計画及び経費の分配案

の調整等を行うことにより、研究の運営を管

理する。 
研究期間 ３年間 

（特に必要があると認められる場合には５年

間まで） 

５年間 
（研究開始後３年目に中間評価を実施） 

  

↓ 
（研究調査小委員会） 

↓ 
科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁

↓ 
（ゲノム科学委員会） 

↓ 
科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁

任期制を活用した 
研究開発 

国立試験研究機関 中核機関 
 
 

     
 Ｘ 

大 
 

学 

Ａ
民
間
研
究
所 

Ｙ
国
立
研
究
所 

Ｂ
国
立
研
究
所 

Ｃ 

大 
 

学 

Ｚ
国
立
研
究
所 

科
学
技
術
会
議 

ゲ
ノ
ム
科
学
委
員
会 

重点領域を指定 

提 案 



 国際プログラム 国研活性化プログラム 
国際共同研究総合推進制度 

（平成８年度創設） 
開放融合研究推進制度 
（平成１０年度創設） 

制度の概要 重点協力分野において、将来における国際共

同研究の芽の育成から、様々なニーズに対応

した国際共同研究の実施に至るまで一体的

かつ総合的に推進することにより海外との

科学技術協力を強化する。 

複数の研究機関が分野、組織の壁を取り払い、

研究統括責任者の統一的なマネジメントによ

る一体的な体制を構築し、そこに国内外の優秀

な研究者が結集することにより、単独の研究機

関では遂行が困難な学際的研究を推進する。 

課題等の選定 各省庁等 
↓ 
 
 
 

 
国際約束等の重点協力分野に基づき科学技

術会議政策委員会において課題を選定 

国立試験研究機関等 
（各省庁等） 

↓ 
 
 
 
 
 

科学技術会議政策委員会において研究課題を

選定 
研究（運営） 
の体制 

 
 
 
 

参加    参加    参加 
 

 
 
 

↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

統一的な研究構想 
・マネジメント 
（研究統括責任者） 

研究期間 国際研究交流促進   単年度 
国際共同研究   １～５年間 

５年間 
（３年目に中間評価を実施） 

 

↓ 
科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁

↓ 
（研究調査小委員会） 

↓ 
科学技術会議政策委員会 

事務局：科学技術庁 

相手国 
Ｂ国ｂ研

日本 
ａ国研 

相手国 
Ｃ国ｃ研

 
国際ワークショップの開催等によ

る国際共同研究の芽の育成 

 
多様なニーズに対応した様々な形

態の国際共同研究の展開 

国際研究交流促進 

国際共同研究 

 
融合研究グループ 

 
研究者    研究者 

相互交流 
 

Ａ研究所   Ｂ研究所 

国内外の
優秀な研
究者

融合研究評価委員 融合研究推進委員



平成１２年度までのプログラムで実施された課題一覧



　

Ⅳ 経過措置分－推進的な研究
１．総合研究　【研究期間：Ⅰ期３年間、Ⅱ期２年間　（ライフサイエンス及び一部課題はⅡ期３年間）】

 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

（１）基礎的・先導的科学技術分野

① 物質・材料系科学技術
94 161 416 397 185

1. 大型超高圧力発生システムに関する研究 ←―― ――→ ←―― ――― ――→
257 265 236 195 112

2. 高性能材料開発のための表面・界面の制御技術に関する研究 ←―― ――― ――→ ←―― ――→
698 474 294 319 214

3. 超電導・極低温基盤技術の開発に関する研究 ←―― ――― ――→ ←―― ――→
193 226 141 174 102

4. 構造材料の信頼性評価技術の開発に関する研究 材料 ←―― ――― ――→ ←―― ――→
61 63 46

5. 半導体の格子欠陥を利用した材料機能の制御に関する研究 材料 ←―― ――― ――→
386 311 174 234

6.
ハイブリッド化構造設計技術による新材料創製のための基盤技術に
関する研究

材料 ←―― ――― ――→ ←――

265 359 172
7. 超高温の発生・計測・利用技術の開発に関する研究 ←―― ――― ――→

452 595
8. 新ビーム技術による高性能機能材料の分析・評価技術に関する研究 材料 ←―― ―――

171 166
9. 新材料の試験評価技術に関する国際共同研究 材料 ←―― ―――

253

10.
レアメタルの高純度化による新機能創製のための基盤技術に関する
研究

材料 ←――

257
11.熱応力緩和のための傾斜機能材料開発の基盤技術に関する研究 材料 ←――

12.極高真空の発生・計測・利用技術の開発に関する研究

13.
物質・材料の極微小領域における素機能の計測・評価・制御に関す
る研究

材料

14.超電導材料研究開発のためのデータベース構築に関する研究 材料

15.
新機能性材料創製のためのホスト・ゲスト反応活用技術に関する基
盤的研究

材料

16.
理想表面創製によるマテリアル・インターコネクションの基盤技術
に関する研究

17.
高度信頼性を要する材料・構造物の定量的・知能的非破壊評価法の
基盤技術に関する研究

社会基盤

18.短時間微小重力場を利用した材料生成に関する基盤技術開発 材料

19.
原子・分子の協調作用を用いたインテリジェント材料創製のための
基盤技術開発

材料

20.
特性発現モデルに基づく先端材料の特性解析技術開発に関する国際
共同研究

材料

21.傾斜構造形成によるエネルギー変換材料の開発に関する研究 ｴﾈﾙｷﾞｰ

22.材料のエコマテリアル化のための評価・設計技術の確立に関する研 材料

23.ナノスペースラボによる新材料創製に関する研究 材料

24.超薄膜材料設計技術の開発に関する研究 材料

25.フロンティアセラミックスの設計・創製に関する研究 材料

26.物質・材料設計のための仮想実験技術に関する研究 材料

27.物質・材料の自己組織化機構の解析と制御に関する研究 材料

28.機能調和酸化物新機能材料創製に関する研究 材料

29.QOLを指向した生体融和材料の新創出に関する研究 材料

30.構造材料の環境脆化における水素の機能に関する研究 材料

31.協奏反応場の増幅制御を利用した新材料創製に関する研究 材料

分　野課　題　名



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

科通学民

科通地学民
　

科通学民

科通運学民

科通学民
105

――→
科通学民

203 108
←―― ――→ 科通運郵学民
335 349 209

――→ ←―― ――→ 科通郵学民
144 138 139 137

――→ ←―――――－――→ 科通地学民
380 249 244 188

――― ――→ ←―― ――→
科通地学民

308 199 270 181
――― ――→ ←―― ――→ 科通運学民
246 226 180 184 150

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
299 300 278 289 212

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科通学民

85 86 81 94 63
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民

161 193 160 154 93
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科通学民

141 242 190 181 128
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科通学民

183 220 162 159 111
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科通運建学民

186 205 157 181 154
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
270 280 188 191 125

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科通学民

170 183 139 142 106
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科通学民

213 261 185 185 133
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通運学民
201 251 190 191 139

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科農通建学民
253 260 187 240 180

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
204 210 155 181 135

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通郵学民
200 220 203 206 163

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
199 200 158 154 100

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
237 271 195 220 162

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通学民
313 300 230 245 151

←── ――― ――→ ←―― ――→ 科経学民
265 264 191 203 164 科通学民

←── ――― ――→ ←―― ――→ (厚)科経学民
190 230 153 204 135 科厚通学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科民
181 228 165 192 146 科学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科経学民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

32.
材料の低環境負荷ライフサイクルデザイン実現のためのバリアフ
リープロセシング技術に関する研究

環境

33.
エネルギー半減・環境負荷ミニマムを目指した高炉における革新的
製錬反応に関する研究

環境

34.
固相精密合成法によるケミカルライブラリーの構築を基盤とする超
機能性材料の創製と評価に関する研究

材料

35.
ナノヘテロ金属材料の機能発現メカニズムの解明に基づく新金属材
料創製に関する研究

材料

36.
セラミックスインテグレーション技術による新機能材料創製に関す
る研究

材料

小　　計 94 418 1,380 1,361 1,348 1,194 1,544 1,778

② ライフサイエンス
34 51 50

1.
組換えDNA技術の利用(大腸菌等によるワクチン生産)に関する総合
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

55 70 61 51 47

2. 組換えDNA技術の安全性に関する総合研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

←―― ――― ――→ ←―― ――→

301 391 216
3. DNAの抽出・解析・合成技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→

148 127 112 104 93

4. 実験動物の開発等に関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

←―― ――― ――→ ←―― ――→

521 413 242 219 244 187

5. 生体膜機能の解析・利用技術の開発に関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→

210 222 164 144 130
6. 機能性蛋白質の解析・修飾・模擬技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ―――

82 82 55

7.
新共生微生物の生産する生理活性物質の探索・利用技術に関する研
究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→

703 633 463 281
8. がん研究を支える共通基盤技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←――

209 240 149

9. 染色体の解析・利用技術の開発に関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

←―― ――― ――→

266 250 152
10.脳機能解明のための基盤技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→

279 255
11.生体エネルギー変換機能利用のための基盤技術に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

422
12.免疫の応答機構解明のための基盤技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←――

13.発生工学技術の開発等に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

14.
生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発
に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

15.組換えDNA技術の開放系における安全性に関する基礎的研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

16.生体情報伝達機構の解析・制御技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

17.新しい植物実験系開発のための基盤技術に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

18.がん細胞の浸潤・転移機構解明のための基盤技術に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

19.ヒト遺伝子地図作製技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

20.糖鎖の構造・機能解析のための共通基盤技術の開発に関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

21.新しい動物実験系開発のための基盤技術の研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

22.
脳機能の外来因子による異常の発現機構解明のための技術開発に関
する研究（平成9年度より目標達成型脳科学研究へ移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

23.生体ナノ機構の解明のための基盤技術の開発に関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

24.
生体制御物質の分子設計と精密合成のための基盤技術開発に関する
研究（平成10年度よりゲノムフロンティア開拓研究に移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度3９年度10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
268 321 216 241 177 科通学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科経国学民

156 191 141 198 149 科農通建学民
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科学民

314 343 229 269 196 科学民
←―― ――― ――→ ←―― ――→

(厚)農経学民

240 316 262 250 213 厚農通学民
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科学民

183 211 170 190 200 科学民
←―― ――― ――→ ←―― ――→

科学民

科学民
1,721 1,652 1,730 1,665 1,729 1,854 1,834 1,870 1,762 1,903 1,806 2,101 2,206 1,826 1,421 963 413

文厚学民

科大文厚農学
民

科厚農通学民

科環文厚農学
民

警科大厚農通
学民

101
――→ 科厚農通学民

科厚農通学民

263 231
――― ――→ 科農通地学民
168 170 136

←―― ――― ――→
科大厚農通地

学民
245 253 165

←―― ――― ――→ 科大厚通学民
165 228 184 124

――→ ←―― ――― ――→ 科農通学民
438 292 275 257 180

――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農地学民
189 175 138 126 120 97

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農学民
175 227 157 126 130 79

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→
科環厚農通学

民
108 125 100

←―― ――― ――→  
科環大厚農通

地学民
223 213 139 115 112 84

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農通民学
149 145 120 118 133 100

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科環厚農学民
238 225 180 189 206 168

←―― ――― ――→ ←―――――－――→ 科厚学民
278 290 247 300 238

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科厚学民
176 181 136 165 161 117

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→
科大厚農通学

民
144 145 110 141 140 96

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農学民
160 155 106 130 129

←―― ――― ――→ ←―― ――― ……→ 科厚農学民

185 179 121 140 135 95

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→
科厚農通郵学

民
169 169 127 128 136

←―― ――― ――→ ←―― ――― ……→ 　 科厚農通学民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

25.エイズ等感染・発症制御のための基盤技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

26.
免疫・造血システムの体細胞改変による制御技術の開発に関する研
究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

27.
高次脳機能の分子機構解明に向けた基盤技術の開発に関する研究
（平成9年度より目標達成型脳科学研究へ移行)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

28.臓器・組織再生システムのための基盤技術の開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

29.
ゲノムダイナミクスの解明のための基盤的技術の開発に関する研究
（平成10年度よりゲノムフロンティア開拓研究に移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

30.がん細胞の標的治療のための先端基盤技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

31.
植物の環境応答と形態形成の相互調節ネットワークの解明に関する
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

32.Ｘ線位相情報による画像形成とその医療応用に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

33.生体膜脂質の新しい機能の解析技術と制御技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

34.
生殖系列細胞を用いた希少動物種の維持・増殖法の開発に関する基
盤研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

35.生体外細胞操作と細胞外環境設計による組織工学 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

36.
改変遺伝子導入昆虫を利用した環境調和型害虫防除法に関する基礎
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

37.血管壁細胞の人為的機能制御技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

38.
アクチンフィラメントの構造と動態の解析による筋収縮・調節機構
の解明

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

39.免疫システム構築・作動の分子機構とその制御技術の開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

40.
植物－微生物間相互作用の解明による新たな共生系・病害抵抗性植
物の開発のための基礎研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

41.染色体の構造と機能解明のためのナノデバイスに関する総合研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

小　　計 89 423 1,172 1,016 1,407 1,677 1,768 1,576

③ 共通分野（物質・材料系科学技術及びライフサイエンス）
505 489 205 357 296

1. 無重力環境を利用した新材料の創製等に関する研究 ←―― ――― ――→ ←―― ――→
*85

2.
国際協力による微小重力環境下での物理、化学及び生体現象の解明
に関する研究

←――

小計 505 489 205 357 296 0

④ 情報・電子系科学技術
27 39

1. 高性能電子顕微鏡の開発に関する総合研究製造技術 製造技術 ←―― ――→
59 86 93 81 64

2. 高性能レーザーセンシングシステムに関する研究 ←―― ――→ ←―――――－――→
150 260 376 427 518 365

3. ネットワーク共用による化合物情報等の利用高度化に関する研究 ←―――――－―――－――→ ←―― ――→

132 163 162 162
4. 日英科学技術文献の速報システムに関する研究 情報 ←―――――－―――－――→

343 415 282 309

5.
大出力・波長可変レーザー及びレーザープロセシング技術に関する
研究

←―――――－――→ ←――

169 335
6. 化学物質設計等支援のための知識ベースシステムに関する研究 ←―――――－

7. 真空紫外光の発生と利用技術に関する研究

8. ファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究

9. センサフュージョンの基盤的技術の開発に関する研究 製造技術

10.
創造的研究開発支援のための自己組織型情報ベースシステムの構築
に関する研究

情報

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
189 201 135 145 140 99

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農学民
187 186 133 166 162 124

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→ 科厚農通学民

250 227

←―― ――― ……→
厚通学民

198 194 150 191 162 117
←―――――－――→ ←―― ――― ――→ 厚農学民

300 279

←―― ――― ……→
科厚農郵学民

250 247 186 193 186 152
←── ――― ――→ ←―─ ――― ――→ （厚）科学民

205 170 134 135 123 99 科厚学民

←―─ ――― ――→ ←── ――― ――→ 農経環学民

81 108 90 94 90 69 環農通学民
←―─ ――― ――→ ←―― ――― ――→ 学民
164 155 123 119 151 120 文通学民

←―─ ――― ――→ ←── ――― ――→ （厚）学民
141 138 92 128 138 106 厚通学民

←── ――― ――→ ←―― ――― ――→
（厚）農環学

民
110 111 105 112 128 98 環厚農学民

←── ――― ――→ ←―― ――― ――→ 経学民
127 122 93 121 128 101 厚通学民

←── ――― ――→ ←―― ――― ――→ 農学民

101 100 100 140 148 136 農学民
←―─ ――― ――→ ←―― ――― ――→ （厚）学民
203 270 247 265 280 278 厚学民

←── ――― ――→ ←―― ――― ――→
（厚）学民

211 250 221 244 250 244 厚学民
←── ――― ――→ ←―― ――― ――→ （厚）学民
216 291 242 277 276 271 厚学民

←── ――― ――→ ←―― ――― ――→ 農学

256 279 245 152 169 191 農学
←── ――― ――→ ←―― ――― ――→ 農経

農学民
1,852 1,926 1,756 1,740 1,807 1,779 1,813 1,976 1,855 1,662 1,321 1,505 2,023 2,016 1,788 1,433 1,209 706

科農通郵学民
201 242 248 184

――― ――→ ←―― ――→
科通学民

201 242 248 184

科通民

科通郵学民

図科環厚農通
民

科通学民
123

――→
科通学民

282 284 223
――→ ←―― ――→ 科厚農通学民
277 247 180 181 165

←―――――－――→ ←―― ――→ 科通学民
183 207 162 171 101

←―――――－――→ ←―― ――→
科環通農運郵

学民
189 210 135 144 100

←―――――－――→ ←―― ――→ 科大通郵学民
169 200 178 189 134

←―――――－――→ ←―― ――→
科環通学民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

11.知的生産活動における創造性支援に関する研究 情報

12.
物質関連データ（生体影響、食品成分、表面分析）のデータベース
化に関する調査研究（平成9年度より研究情報整備・省際ネット
ワーク推進制度から移行)

情報

13.
地球観測データのデータベース化に関する研究（平成9年度より研
究情報整備・省際ネットワーク推進制度から移行）

情報

14.
省際ネットワークを利用した医療研究支援アプリケーションの調査
研究（平成9年度より研究情報整備・省際ネットワーク推進制度か
ら移行)

情報

15.
広域高速ネットワークを利用した生活工学アプリケーションの調査
研究（平成9年度より研究情報整備・省際ネットワーク推進制度か
ら移行)

情報

16.単一磁束量子を担体とする極限情報処理機能の研究 情報

17.
人間系の特性を配慮した大規模・複雑システムのモデル化、解析、
制御、設計に関する統合研究

情報

18.
高速ネットワーク環境下における高度医療アプリケーションの研究
開発（第Ⅰ期課題名：高度医療ネットワークに関する研究開発）

情報

19.高精度の地球変動予測のための並列ソフトウェア開発に関する研究 情報

20.3次元フォトニック結晶の作製、解析法、デバイス展開の総合研究 情報

21.
新しい情報処理プラットフォームのためのアクティブ原子配列網に
関する研究

情報

22.人間支援のための分散リアルタイムネットワーク基盤技術の研究 情報

23.科学技術計算専用ロジック組込み型シミュレータに関する研究 情報

24.並列化コンパイラ向け共通インフラストラクチャの研究 情報

小　　計 86 275 485 620 996 1,094 816 644

⑤ ソフト系科学技術

1.
システムと人間との調和のための人間特性に関する基礎的・基盤的
研究

情報

2. 人間の社会的諸活動の解明・支援に関する基盤的研究 情報

小　　計

⑥ 先端的基盤科学技術

1. 極限量子センシング技術の開発及びその利用のための基盤技術開発 製造技術

2. 極限環境化にマイクロトライボロジーに関する基盤的研究 製造技術

3. 高密度パルス光の発生と先端的物質制御基盤技術に関する研究 情報

4.
顕微光電子分光法による材料・デバイスの高度分析評価技術に関す
る研究

製造技術

小　　計
⑦ 海洋科学技術

106 96 95 82 82
1. 海洋生物資源の生産能力と海洋環境に関する研究 環境 ←―― ――― ――→ ←―― ――→

*62 254 366 141 135

2.
インド洋・太平洋プレート境界海域における島弧・海溝系の地質構
造に関する研究

環境
←―― ――――――－――― ――→

187 209 233 173 169
3. 海洋構造物による海洋空間等の有効利用に関する研究 環境 ←―― ――― ――→ ←―― ――→

201 267 250 212 181

4.
我が国周辺200海里水域における新調査システムの開発に関する研
究

環境
←―― ――― ――→ ←―― ――→

210 347

5. 海洋深層資源の有効利用技術の開発に関する研究
環境

←―― ―――

250

6.
南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する
共同研究

環境 ←――

分　野課　題　名



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
224 228 137 142 101

←―――――－――→ ←―― ――→ 科通運郵学民
220 204

←…… ……… ……→ ←―― ――→
科環大厚農通

労学民

106 93

←…… ……… ……→ ←―― ――→
科運郵建民

135 173 135

←…… ……… ――→ ←―― ――→
科文厚通郵労

学民

133 129 132 106

←…… ――― ――→ ←―― ――→
文厚通郵学民

205 250 173 211 154
←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 経学民

156 154 125 120 90 科通学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→ （厚）経学民

436 455 291 361 253 科文厚通学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→
（厚）総科経

学民
454 465 356 360 288 科厚通学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→ （国）国学民

250 288 237 302 262
科環通運建学

民
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 総学民

211 248 199 215 199 郵学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 科経学民

251 259 209 225 200 科通学民
←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 経学民
158 169 135 149 135 通学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 経学民
104 133 107 100 102 通学民

←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 学民
学民

682 714 610 702 971 643 471 376 101 799 1,895 1,765 2,101 2,043 1,583 951 637

170 185 123 122 79

←―― ――― ――→ ←―― ――→
警科環厚通建

学民
190 210 139 132 92

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 学民

170 375 333 261 211 92

217 260 182 206 145
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科環通郵学民

234 246 180 181 123
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通郵学民

223 223 171 180 134
←―─ ――― ――→ ←―― ――→ 科経学民

182 219 191 248 219 科通学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 経学民

通学民
217 260 182 440 614 403 534 522 325 248 219

科農運地学

科通

北科通運建

科農通運学

329 290 235

――→ ←―― ――→
科厚農通運地

学民
227 190 191 163

――― ――→ ←―― ――→ 科環通運学民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

7. 海洋大循環の実態解明と総合観測システムに関する国際共同研究
環境

8. 縁辺海における物質循環機構の解明に関する国際共同研究 環境

9.
世界海洋観測システム構築に資する革新的ブイシステムの基盤技術
開発研究

環境

10.
海嶺におけるエネルギー・物質フラックスの解明に関する国際共同
研究

環境

11.
海底ケーブルを用いた地震等多目的地球環境モニターネットワーク
システムの開発に関する研究

環境

12.北太平洋亜寒帯循環と気候変動に関する国際共同研究
環境

小　　計 106 537 871 724 640 592 778

⑧ 地球科学技術
110 111 104 81 80

1. リモートセンシング技術の利用実証に関する研究
社会基盤

←―― ――― ――→ ←―― ――→

130 122

2.
アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化とその応用に関
する共同研究

社会基盤
←―― ―――

283

3.
太平洋における大気・海洋変動とその気候変動に関する国際共同研
究

環境 ←――

4. 砂漠化機構の解明に関する国際共同研究
環境

5.
北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそれらの相互作用に
関する国際共同研究

環境

6.
マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセンシング高度化の
ための基盤技術開発

社会基盤

7.
バイカル湖の湖底泥を用いる長期環境変動の解析に関する国際共同
研究

環境

8. 成層圏の変動とその気候に及ぼす影響に関する国際共同研究
環境

9.
全地球ダイナミクス：中心核にいたる地球システムの変動原理の解
明に関する国際共同研究

環境

10.
GPS気象学：GPS水蒸気情報システムの構築と気象学・測地学・水文
学への応用に関する研究

環境

11.
炭素循環に関するグローバルマッピングとその高度化に関する国際
共同研究

環境

12.
雲仙火山：科学掘削による噴火機構とマグマ活動解明のための国際
共同研究

環境

13.
海底熱水系における生物・地質相互作用の解明に関する国際共同研
究

環境

14.風送ダストの大気中への供給量評価と気候への影響に関する研究
環境

小　　計 110 111 104 81 80 130 405

（２）人類共存のための科学技術

① エネルギーの開発及び利用
49 59 80 139 154 138

1. 風力－熱エネルギー利用技術に関する研究 ｴﾈﾙｷﾞｰ ←―― ――→ ←―― ――― ――― ――→

小　　計 49 59 80 139 154 138

② 食料等の持続的生産
113 129 95

1. 熱帯・亜熱帯の微生物・植物の総合的な開発利用技術に関する研究
環境

←―― ――― ――→

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
213 349 283 275 255

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科農通運郵学

民
230 254 196 204 139

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科農通学民
172 183 148 148 102

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科農通運学民

254 300 250 250 207 140

←―― ――― ――→ ←―― ――― ――→
科通運学民

300 367 300 312 235

←―― ――― ――→ ←―― ――→
通運郵学民

272 289 270 276 203

←―─ ――― ――→ ←―― ――→
（厚）農経学

民
科農通運学民

556 480 640 512 513 956 935 903 904 880 740 505 276 203

北科環農通郵
建地学民

100 117 101

――→ ←―― ――→
科環農通建地

民
310 284 307 273 200

――― ――→ ←―― ――― ――→ 科環農運郵学

145 192 204 145 155 110

←―― ――― ――― ――→ ←―― ――→
科環農通運郵

学民
121 190 180 181 135

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科環農通運郵

民
206 219 177 185 119

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科環農通運郵

建学民
211 240 166 173 123

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科環農通学

191 207 142 148 115

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科環通運郵学

民
500 543 396 437 309

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科通運建学民

251 251 158 180 160

←―─ ――― ――→ ←―― ――→
（国）総科経

学民

380 447 344 435 315
科農運郵建学

民

←―― ――― ――→ ←―― ――→
（国）科農経

環学民

192 234 211 400
405 401 科環農通運学

民

←―― ――― ――→ ←――
―――

――→
（国）科経学

民
323 425 320 376 315 科通運建学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→ （国）経学民

264 300 245 290 258 通運学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→
（国）総科農

経学民
科通運郵学民

410 546 721 667 732 555 423 587 1,067 1,102 1,347 1,471 1,654 1,531 1,280 1,071 973

科運学民

科大厚農通学
民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987
*84 78 69

2.
アセアン諸国との協力による新有用遺伝子資源の探索と活用に関す
る研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

小　　計 113 129 95 0 78 69

（３）生活・社会充実のための科学技術

① 健康の維持・増進
43 70 59 66 65

1. 証、経穴の科学的実証及び生薬資源の確保に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→

小　　計 43 70 59 66 65

② 生活環境の向上
218 259 227 305 175

1. 高齢化社会に対応する科学技術の開発に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→

小　　計 218 259 227 305 175

③ 防災・安全対策の充実
59 91 63

1. 北日本太平洋沿岸地方における海霧と山背風に関する総合研究 社会基盤 ←―― ――― ――→
16 43 23

2.
流域雨量予測による総合防災システム（降雨災害）に関する総合研
究

社会基盤 ←―― ――― ――→

310 327 169 140 127
3. フィリピン海プレート北端部の地震テクトニクスに関する総合研究 社会基盤 ←―― ――― ――→ ←―― ――→

317 322 237 172 90

4.
首都圏における直下型地震の予知及び総合防災システムに関する研
究

社会基盤
←―――――－――→ ←―― ――→

119 143 101 53 36

5. 豪雪地帯における雪害対策技術の開発に関する研究 社会基盤 ←―― ――― ――→ ←―― ――→

*133 70 55 51 39

6.
米国・カナダとの協力による火災時の燃焼ガスの毒性評価と建材等
の安全性向上に関する研究

社会基盤
←―― ――― ――→ ←―― ――→

142 175 126
7. 中部日本活構造地域の地震テクトニクスに関する研究 社会基盤 ←―― ――― ――→

86 77
8. 土砂災害危険度予測システムの開発に関する研究 社会基盤 ←―― ―――

249
9. マグニチュード7級の内陸地震の予知に関する研究 社会基盤 ←――

10.降積雪対策技術の高度化に関する研究
環境

11.火山地域における土砂災害予測手法に関する国際共同研究 社会基盤

12.首都圏直下の地震の予知手法の高度化に関する総合研究 社会基盤

13.日本海東縁部の地震発生ポテンシャル評価に関する総合研究
社会基盤

14.
巨大地震災害軽減のための地震発生機構のモデル化・観測システム
高度化に関する調査研究

社会基盤

15.
南海トラフにおける海溝型巨大地震災害軽減のための地震発生機構
のモデル化・観測システムの高度化に関する総合研究

社会基盤

16.
構造物の破壊過程解明に基づく生活基盤の地震防災性向上に関する
研究

社会基盤

17.陸域震源断層の深部すべり過程のモデル化に関する総合研究
社会基盤

18.地震災害軽減のための強震動予測マスターモデルに関する研究 環境

小　　計 385 778 697 590 455 336 336 452

④ グローバル・リサーチ・ネットワーク
   （平成８年度より国際共同研究総合推進に移行）

1. 地球科学技術研究のための基礎的データセット作成研究
環境

2. アジア地域の微生物研究ネットワークに関する研究
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

科沖大厚農通
学民

科厚農学民

科厚農学民

北科農運地

科運建民

科通運建学民

科通運建自民

北科農通運郵
建学民

農通建自学民

159 150
←―― ――→ 科農通運建民

45
――→ 科農通運建民
267 213 212 200

――― ――→ ←―― ――→ 科通運郵建民
121 139 103 91 91

←―― ――― ――→ ←―― ――→
北科農通運建

民
125 142 130 131 112

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 北科農通建民
171 191 155 153 114

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科通運郵建民
200 245 178 189 148

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科通運郵建学

民
106

←―→
科通学民

200 210 147 191 140

←―― ――― ――→ ←―― ――→
科農通運建学

民
292 323 279 341 293

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科国学民

228 294 248 322 262
科農通運建学

民

←―― ――― ――→ ←―― ――→
（国）科経国

学民
215 236 188 224 210 科通運建学民

←―― ――― ――→ ←―― ――→ 科経国学民
科通建学民

592 502 440 604 413 286 466 466 378 399 295 711 972 763 851 779 210

250 270 270

←―― ――― ――→ ←…… ……→
科農通運建学

民
200

←―― ……… ……→ ←…… ……→
環大厚農通学

民

実施機関



 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

小　　計

中　　計 746 2,353 5,155 5,570 5,695 5,820 5,857 5,808

２．開放的融合研究　【研究期間：５年間（研究開始後３年目に中間評価を実施）】

（単位：百万円）

 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

459 371 373 350 297
1. 「リボゾーム工学」の構築と生物の潜在能力開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→ 農民

402 371 371 378 327 農民
2. 個体発生のゲノム機能と分子機構の解明 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→

(厚)
農

61 厚農
3. 単一分子スケール光－電子変換の基礎に関する研究（FS研究） 材料 ←―→ 科郵

401 394 394 353 319
4. 分子・ハーモニック構造の構築と電磁場制御デバイスの開発 材料 ←―― ――― ――→ ←―― ――→ 総科

301 300 301 306 298 科郵
5. 水素・水和構造を含めた新しい構造生物学の開拓 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→ 農民

201 201 203 207 210 農民

6.
話し言葉の言語的・パラ言語的構造の解明に基づく「話し言葉工
学」の構築

情報
←―― ――― ――→ ←―― ――→ 総科

51 文郵
7. 新機能流体デバイスによる乱流制御（FS研究） 材料 ←―→ 科通

307 310 310 324 300
8. オーガンリソースとしての中胚葉細胞と器官形成クロックの研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ ←―― ――→

(厚)
学

302 297 297 325 300 厚学
9. 乱流制御による新機能熱流体システムの創出 製造技術 ←―― ――― ――→ ←―― ――→

科経
国

科通
運小　　計 922 1,695 2,248 2,232 2,097 1,476 600

３．生活・社会基盤研究（生活・地域流動研究 ～平成６年度まで）　【研究期間：３年間（生活者ニーズ対応研究については必要に応じⅡ期

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

（１）生活者ニーズ対応研究

270 250 200

1.
環境と資源の持続的利用に資する資源循環型エコシステムの構築に
関する研究

環境
←―― ――― ――→

272 265 206
2. 廃棄物焼却熱等の未利用熱エネルギーの有効活用に関する研究 ｴﾈﾙｷﾞｰ ←―― ――― ――→

272 279 214

3.
市民の安心を確保し安全な市街地を創出するための総合的な地震防
災に関する研究

社会基盤
←―― ――― ――→

278 319
4. 日常生活における快適な睡眠の確保に関する総合研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

299 330
5. 高齢者・障害者に快適な社会のための参加支援工学に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

249 299
6. 清浄で安心な生活環境の創造：環境低負荷型浄化技術の開発と応用 環境 ←―― ―――

330
7. スギ花粉症克服に向けた総合研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―─

271
8. 高齢社会に向けた食品機能の総合的解析とその利用に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―─

190
9. 高齢社会における製品・生活環境等のユニバーサル化に関する研究 環境 ←―─

10.内分泌攪乱物質による生殖への影響とその作用機構に関する研究 環境

11.
都市ゴミの生分解性プラスチック化による生活排水・廃棄物処理シ
ステムの構築（第Ⅰ期課題名：都市ゴミの高付加価値資源化による
生活排水・廃棄物処理システムの構築）

環境

12.
室内化学物質空気汚染の解明と健康・衛生居住環境の開発に関する
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

13.疲労および疲労感の分子・神経メカニズムとその防御に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

14.生活環境中電磁界による小児の健康リスク評価に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

15.日常生活においてひふを守る総合研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

16.
高齢者の生活機能の維持・増進と社会参加を促進する地域システム
に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

17.食品中の非栄養性機能物質の解析と体系化に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

課　題　名

分　野課　題　名

課　題　名 分　野

実施
機関

分　野



（単位：百万円）

63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

250 270 470

6,012 6,062 6,144 6,074 6,165 6,712 6,846 7,163 6,768 7,570 7,899 8,592 9,754 8,708 7,172 5,415 3,442

（３年間を限度）を実施）】

（単位：百万円）

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

292 293 251

←―― ――― ――→

260 251 232 201
――→ ←―― ――― ――→
234

――→
238

――→
309 301 216 252 220

――― ――→ ←―― ――― ――→
295 229

――― ――→
221 178

――― ――→
228 258 263

←―─ ――― ――→
218 241 221 250 270 211

←―─ ――― ――→ ←―― ――― ――→

331 330 209

←―─ ――― ――→

224 231 201 251 265 233
←―─ ――― ――→ ←―─ ――― ――→
195 256 270

←―─ ――― ――→
199 216 161

←── ――― ――→
130 210 270 200 202 183

←── ――― ――→ ←── ――― ――→

206 220 181 210 193
←―─ ――― ――→ ←── ――→

学民

環厚学
(厚)学民

経学民

厚学民
(厚)学民

厚学民
(厚)農学

環厚農地学民

厚通郵学民

科厚通地学民

（厚)農学民
環厚農学

(厚)環学民

警厚通運労建

科環厚農通労

科通地学民

科農運建自学
民

(内)(厚)厚経
警環厚労学民

通建学民
厚建学民

学民

実施機関

環厚農通建地
学民

実施機関



 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

18.高度衛星・通信技術を医療に応用するための研究 情報

小　　計 814 1,620 2,359

（２）地域先導研究 

65 83 79
1. 生物ラジカル計測とその応用技術に関する研究（山形県） ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→

65 81 77

2.
コロイドプロセシングによる特殊構造セラミックスの総合的研究開
発（福岡県）

材料
←―― ――― ――→

64 77 48
3. マングローブ林を中心とした生態系解明に関する研究（沖縄県） 環境 ←―― ――― ――→

51 69 77

4.
琵琶湖を場とする湖沼環境観測及び水質改善技術の高度化に関する
研究(滋賀県)

環境
←―― ――― ――→

54 78 67

5.
無機化合物－有機複合系材料インテリジェント化に関する基礎研究
（大阪府）

材料
←―― ――― ――→

49 71 71
6. 植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する研究（鳥取県） 環境 ←―― ――― ――→

50 73 69

7.
自然度の高い生態系の保全を考慮した流域管理に関するランドス
ケープエコロジー的研究（北海道）

環境
←―― ――― ――→

49 75 62

8.
富山の自然生態からのバイオテクノロジーを用いた有用資源開発等
に関する研究（富山県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

56 71 70

9.
光配線を有する知能LSIの研究とその高速並列処理システムへの応
用(広島県)

情報
←―― ――― ――→

87 99 96
10.生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する研究（神奈川県） 環境 ←―― ――― ――→

49 72 70

11.
トリアジンチオールのスーパーファイン化に関する総合的研究（岩
手県）

材料
←―― ――― ――→

49 70 64

12.
白山山系における高山植物の多様性の解明と遺伝子資源の保全法の
確立に関する研究（石川県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

50 70 72

13.
光化学的手法を用いた機能性蛋白質の構造評価に関する研究（兵庫
県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

73 79 73

14.
高齢化を支える保健・医療等に関する生活情報システムの構築と効
果的な活用に関する研究（茨城県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

74 96 89

15.
食物アレルギー発症機構の解明とその予防・治療に関する研究（福
岡県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

52 65 57

16.
バーチャル・リアリティ利用による地域産業の高度化に関する研究
（岐阜県）

情報
←―― ――― ――→

52 70 63
17.環境適応型自律作業知能視覚ロボットに関する基礎研究（熊本県） 製造技術 ←―― ――― ――→

52 71 61
18.スギを中心とした木材の品質改良・高度化に関する研究（宮崎県） 材料 ←―― ――― ――→

74 86 89

19.
次世代型医用画像管理・診断ネットワークシステムの開発と地域医
療への応用に関する研究（京都府）

情報
←―― ――― ――→

75 90 110

20.
心臓血管（循環器）系の医用工学的計測制御に関する基礎研究（岡
山県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

81 93 87

21.
農産物加工廃棄物等の利用による高機能性多糖類の生合成と利用技
術に関する研究（北海道）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

81 85 67

22.
先端機能材料を用いた柔構造機械システムに関する基礎研究（宮城
県）

材料
←―― ――― ――→

82 93 89

23.
ドロマイトのイオン交換樹脂による溶解・分離とその高度化に関す
る研究（栃木県）

材料
←―― ――― ――→

85 94
24.次世代高機能鋳鉄の創製と複合化に関する基礎的研究（岩手県） 材料  ←―― ―――

82 96

25.
生体認識機能を持つ新糖鎖素材の創製に関する地域基盤研究（静岡
県）

材料
←―― ―――

82 93

26.
環境に適合した材料の創出のための複合型表層改質技術開発に関す
る基礎研究（長崎県）

材料
←―― ―――

97
27.富山県域の雪の特性解明と利雪に関する高度利用研究（富山県） 環境 ←―─

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
274 298 249

←―─ ――― ――→

2,627 2,831 2,785 2,002 1,371 888 609

86
――→

91

――→

87

――→

95 80
――― ――→

実施機関

科通地学民

農通地学民

科通地学民

科農地学民

科厚学民

農通地学民

科通学民

科通地学民

科通地学民

農通地学民

農建地学民

科通学民

環農地学

農通郵地学民

厚通地学民

厚農地学民

環農地学民

通学民

環農通地学民

科通地学

厚農地学

科通地民

環農学民

農建地学民

科通地学民

農通地学民

環通地学民

科環学民

総科学民



 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

93

28.
地域糖質資源の高機能化と環境調和型利用システムの基盤研究（鹿
児島県）

環境 ←―─

93

29.
相模湖・津久井湖の藻類による汚濁機構解明とその浄化・資源化技
術に関する研究（神奈川県）

環境 ←―─

30.醸造微生物機能の高度利用に関する研究（広島県） ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

31.
こめぬかを原料とする環境に適合した有機工業化学に関する基礎研
究（和歌山県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

32.室戸海洋深層水の特性把握及び機能解明（高知県） ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

33.
バイオマス有効利用のための高度な微生物制御技術に関する基礎研
究（熊本県）

環境

34.海洋生物由来DNAの新機能材料化に関する研究（北海道） 材料

35.地域産業の発展に寄与する電磁波技術に関する研究（石川県） ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

36.
新規微生物酸素による希少糖類生産システムの開発とこれを用いた
もみがら等の地域未利用資源の有効活用に関する基盤研究（香川
県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

37.伝統医学活用による生活習慣病克服と健康増進（富山県） ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

38.
カビの酵素高生産性能を利用した環境調和型工業プロセス技術の基
盤研究（愛知県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

39.積雪寒冷地における自然エネルギー利用技術の開発研究（青森県） ｴﾈﾙｷﾞｰ

40.
微生物由来細胞認識・破壊タンパク質の作用機構解明と応用に関す
る研究（福岡県）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

小　　計 195 394 665 829 990 994 900 810

中　　計 195 394 665 829 990 1,808 2,520 3,169

４．知的基盤整備　【研究期間：５年間（研究開始３年目に中間評価を実施）】

 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

218 220 222 198 193

1.
ゲノム機能解析に資する遺伝子操作マウスの胚・配偶子バンク確立
のための基盤的研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――― ――― ――→

267 267 265 260 228
2. 国際的先進材料の実用化を促進するための基盤構築に関する研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

352 350 341 318 285
3. 機能材料の熱物性計測技術と標準物質に関する研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

550 548 561 471 398
4. 物理標準の高度化に関する研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

220 220 218 201 166
5. 化学物質安全特性予測基盤の確立に関する研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

174 177 189 200 187
6. 3次元ファンクショナルデジタイザの研究開発 製造技術 ←―― ――― ――― ――― ――→

331 330 336 320 299
7. X線極限解析装置の研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

229 239 243 249 234
8. 3次元電子顕微鏡の研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

259 250 224 208 189

9.
空間情報科学の確立のための空間情報のデータベース化に関する研
究開発

社会基盤
←―― ――― ――― ――― ――→

103 106 121 93 92

10.
生物系研究資材のデータベース化及びネットワークシステム構築の
ための基盤的研究開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――― ――― ――→

215 204 209 230 211
11.量子標準体系の高度化に関する研究 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

152 158 171 154 133

12.
組換えウィルス・コアバンクの創設とその高度利用のための基盤技
術に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――― ――― ――→

200 226 242 242 237

13.
創薬及び生物研究情報基盤としての生体内ペプチドの多角的データ
ベース化に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――― ――― ――→

150 161 174 200 183
14.機能性分子による熱流体センシング技術の研究開発 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

350 433 450 499 466
15.中性子光学素子の開発と応用 材料 ←―― ――― ――― ――― ――→

小　　計 2,702 3,074 3,432 3,636 3,504 1,236 919 466

課　題　名 分　野

分　野課　題　名



（単位：百万円）
10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

91 83

――― ――→

88 91

――― ――→

93 88 88
←―― ――― ――→

88 91 97

←―― ――― ――→

92 92 61
←―― ――― ――→

100 90 70

←―― ――― ――→

95 90 74
←―― ――― ――→

80 81 74
←―― ――― ――→
100 89 71

←―― ――― ――→

70 71 70
←―― ――― ――→

83 83 81

←―― ――― ――→

70 72 67
←―― ――― ――→

88 84 80

←―― ――― ――→

810 900 907 599 298

3,437 3,731 3,692 2,601 1,668

（単位：百万円）

実施機関

学民

厚通学民
科学民
科学民
学民

科通郵学民

農学民

科厚農学民

(厚)経学民

警科通運建学

(厚)経環学民

科環厚農通学
総科経学民

経学民

(内)(国)国経
学民

科通学民
学民

科学民

(厚)経国学民
厚農通運労学

経学民
科通学民

科経学民
科通学民

(国)科経学民
科通建学民

（厚）学民

科厚学民
(厚)科経学民
科厚通学民

通地学民

実施機関

通地学民
(国)科公学民

科地学民

経公学民

農通地学民
農公学民
農地学民

経公学民

通地学民
総公学民
郵地学民

農経公学民

農通地学民

(環)農公学民

環農地学民
科経公学民

大農地学民

文通地学民

大通地学民

厚通地学民



５．目標達成型脳科学研究　【研究期間：５年間（研究開始後３年目に中間評価を実施）】

 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

① 脳を知る

175

1.
高次脳機能の分子機構解明に向けた基盤技術の開発に関する研究
（平成9年度より総合研究から移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←…… ……… ――→

239 250 258
2. ヒトを含む霊長類のコミュニケーションの研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ―――

188 219
3. 機能的神経回路構築の分子基盤の研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

174
4. 哺乳類体内時計の脳内制御機構に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←――

5. 遺伝子制御による選択的シナプス強化・除去機構の解明 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

小　　計 414 438 651

② 脳を守る
105

1.
脳機能の外来因子による異常の発現機構解明のための技術開発に関
する研究（平成9年度より総合研究から移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←…… ……… ……→ ←…… ……… ――→

258 256 218
2. 網膜神経回路網・視神経の再生における制御因子に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ―――

165 167 181
3. Brain　attackから脳を守るための研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ―――

176 189
4. 脳血管障害による「神経細胞死」の予防と治療についての研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

171
5. 新たな脳細胞移植法の確立と障害脳機能の再建のための研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←――

6. 依存性薬物により誘発される精神障害の機構の解明の研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

7.
ストレス性脳機能障害とその修復過程の分子機構解明及び治療法の
開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

小　　計 528 599 759

③ 脳を創る
183 238

1.
文脈主導型、認識・判断・行動機能実現のための動的記憶システム
の研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ―――

173
2. 視覚系におけるニューロインフォマティクスに関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←――

小　　計 183 411

中　　計 942 1,222 1,821

６．ゲノムフロンティア開拓研究　【研究期間：５年間（研究開始後３年目に中間評価を実施）】

 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

116

1.
生体制御物質の分子設計と精密合成のための基盤技術開発に関する
研究（平成10年度より総合研究から移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←…… ……… ……→ ←…… ……… ――→

236

2.
ゲノムダイナミクスの解明のための基盤的技術の開発に関する研究
（平成10年度より総合研究から移行）

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←…… ……… ――→

255 324 299

3.
ヒト完全長cDNAクローンの単離とそのバンク化及びそれらを用いた
多型マーカー開発並びに発現情報解析のための方法の確立

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

140 226 207
4. マウス遺伝子多型情報に基づいた遺伝子機能解析システムの開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→

204 260 285

5.
ゲノム比較と系統的相互作用解析に基づく遺伝子・分子ネットワー
クの解明

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

180 185

6.
日本人ゲノムの多型情報の集積と多遺伝子性疾患の疾患感受性遺伝
子の同定に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ―――

191 231
7. 次世代DNAマイクロアレイシステムの開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ―――

208 188

8.
細胞内でネットワークを構成しているタンパク質の相互作用を試験
管内で解析するための新しいツールの開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ―――

161 161

9.
遺伝子発現と機能に関する抗体を用いたタンパク質レベルでの網羅
的及び体系的解析法の開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ―――

課　題　名 分　野

課　題　名 分　野



（単位：百万円）

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

2000 2001 2002 2003 2004

258 210
――― ――→
220 202 181

――― ――― ――→
174 174 250 214

――― ――― ――― ――→
179 194 240 276 250

←―― ――― ――→ ←―― ――→

831 780 671 490 250

218 175
――― ――→
180 149

――― ――→
189 189 179

――― ――― ――→
171 178 197 168

――― ――― ――― ――→
102 113 130 125 110

←―― ――― ――― ――― ――→
180 193 241 230 200

←―― ――― ――― ――― ――→

1,040 997 747 523 310

240 240 222

――― ――― ――→

173 173 191 163
――― ――― ――― ――→

413 413 413 163

2,284 2,191 1,832 1,176 559

（単位：百万円）

13年度 14年度 15年度 16年度

2001 2002 2003 2004

267 213

←―― ――→

209 163
←―― ――→
284 221

←―― ――→

189 231 197

――→ ←―― ――→

245 266 227
――→ ←―― ――→
198 238 202

――→ ←―― ――→

161 160 130

――→ ←―― ――→

学民
学民

学民

農学民

学民

(厚)学

厚学
学民

学民
学民

科学民

学民

実施機関

科厚農通学民

科厚農郵学民

学民

経学民

通学民
学民
学民

(厚)学民
厚学民

(厚)学民

厚学民

学民
科学民

(厚)学民
厚学民

(厚)経公学民
厚通地学

(厚)公学民
厚学民

学民
学民
学民

科厚農学民

通郵学民
(厚)学民

科厚通学民
学民

実施機関

科厚通学民

総経学民



 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
243

10.多型マイクロサテライトの収集とヒトゲノム多様性に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←――
212

11.
遺伝子発現及び機能情報解析のための次世代プロテオーム解析シス
テムの開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←――

小　　計 952 1,550 2,010

７．研究情報整備・省際ネットワーク推進（平成9年度より総合研究に移行）

   

 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度

1994 1995 1996 1997 1998 1999

629 869 714

1. 省際ネットワークの整備・運用に係る基盤技術の調査研究 情報 ←―― ――― ――→ ←…… ……→

246 246 248

2. 物質関連データ（生体影響、食品成分、表面分析）のデータベース化に関する研究 情報 ←―― ――― ――→ ←…… ……→

115 115 116

3. 地球観測データのデータベース化に関する研究 情報 ←―― ――― ――→ ←…… ……→

215 183

4. 省際ネットワークを利用した医療研究支援アプリケーションの調査研究 情報 ←―― ――― ……→ ←…… ……→

180

5. 広域高速ネットワークを利用した生活工学アプリケーションの調査研究 情報 ←―― ……… ……→ ←……

小　　計 990 1,445 1,440

課　題　名 分　野

課　題　名 分野



（単位：百万円）

13年度 14年度 15年度 16年度

2001 2002 2003 2004
244 245 269 247

――― ――→ ←―― ――→
212 212 241 194

――― ――→ ←―― ――→

2,008 1,950 1,266 441

（単位：百万円）

12年度

2000

……→

実施機関

実施機関

科警環厚農通運郵学民

科環大厚農通労地学民

科運郵建民

科厚通郵労学民

厚学民

農学民
学民
学民

(厚)学民



Ⅴ 経過措置分－国研活性化プログラム
１．流動促進研究　【研究期間：任期内を限度に原則３年間まで（特に必要と認められる場合には５年間まで）】

（単位：百万円）

 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

① 招へい型
14

1. 反応性流体における乱流現象の解明に関する研究 ←―→ 科
14 14 14

2.
結晶粒界のナノ解析法の確立とその利用による粒界
の組織、変形・破壊特性の解明の研究

材料
←―― ――― ――→

科

13 12 14
3. 脳神経系の機能発現の分子機構に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 科

15 12 14
4. 項書換系における数学的構造の研究 情報 ←―― ――― ――→ 環

13 7

5.
モバイルコンピューティングのためのネットワーク
モデル構築に関する研究

情報
←―─ ――→

通

15 14 14

6.
運動微小毛群による流体輸送機能の発現に関する研
究

←―― ――― ――→
通

15 14 14

7.
室内実験及び数理統計手法に基づく地震準備過程の
解明

←―― ――― ――→
通

16 15 14
8. 液体超薄膜を用いた摩擦コントロールに関する研究 材料 ←―― ――― ――→ 経

16 15 14 通

9.
分子認識能を有する構造規制界面の構築と分子レベ
ル機能評価

材料
←―― ――― ――→ 経

14 15 16 通

10.
西アフリカ気象変動予測の高度化による穀物生産の
リスク軽減技術の開発

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→ 農

13 16 16 農
11.低分子生理活性物質の分子機構の解明 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 経

15 17 13 通
12.低温での組み換え蛋白質発現システムの研究開発 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 経

通
小　　計 98 75 100 72 77 45

② 若手育成型
11 13 12 5 4

1.
生体組織を再建するための培養容器の開発・医学応
用に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―─ ――― ――― ――― ――→

科

11 14 13 通

2.
原子電子レベルからの多結晶材料特性のシミュレー
ション

材料
←―― ――― ――→

通

11 12 13

3.
生体高分子（蛋白質、核酸）の構築・機能の耐熱化
機構の解明

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

通

13 14 14 5

4.
多元系酸化物の原子層制御MBE成長とデバイス化技術
の研究

材料
←―─ ――― ――― ――→

通

14 13 13
5. 問題解決履歴から重要パターン知識の自動抽出 ←―― ――― ――→ 郵

15 15 14
6. 重粒子3次元照射法に関する実用研究 ←―― ――― ――→ 科

12 13 13 3 3

7.
侵入帰化植物による植物多様性に対する遺伝子汚染
のリスク評価のための基礎的研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―─ ――― ――― ――― ――→ 農

15 14 14 農

8.
人間との柔軟な関わりを持つ機械システムの動的な
自立制御の研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

通

15 14 13

9.
高感度光応答分子複合材料の設計と機能発現機構に
関する研究

材料
←―― ――― ――→

通

15 14 13

10.
無機アモルファス系高感度光応答材料の創製とその
デバイス化に関する研究

材料
←―― ――― ――→

通

15 15 14

11.
誘起構造を利用した高感度光応答材料の創製と評価
に関する研究

材料
←―― ――― ――→

通

14 14 14

12.
バーチャルリアリティ技術を用いた空間知覚能力の
解明に関する研究

情報
←―― ――― ――→

通

14 15 14

13.
多様生物機能を利用した海洋環境の修復と適正管理
に関する研究

環境
←―― ――― ――→

通

15 13 14

14.
超伝導マグネットのコイル電流密度向上のための要
素技術開発

材料
←―― ――― ――→

科

実施
機関

課　題　名 分　野



（単位：百万円）
 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
14 13 14

15.
脳梗塞モデルにおける神経細胞バイアビリティーの
画像化の研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

科

14 13 13

16.
微生物及び高等植物を対象とした放射線及び環境負
荷物質の光合成機能に与える影響に関する研究

環境
←―― ――― ――→

科

12 12 8 6 5

17.
多ホウ化物の物性の解明と新規な挿入化合物の創製
の研究

材料
←―─ ――― ――― ――― ――→ 科

12 13 13 科

18.
政策形成・研究開発実施過程における産学官のイン
タラクションに関する研究

その他
←―― ――― ――→

科

14 14 14
19.乱流制御に関する基礎的研究 ｴﾈﾙｷﾞｰ ←―― ――― ――→ 通

14 13 14
20.光マイクロマニピュレーション技術の研究 情報 ←―― ――― ――→ 通

13 14 14

21.
エネルギー変換材料等に用いるマイクロ粒子の生
成・形態制御に関する基礎的研究

ｴﾈﾙｷﾞｰ
←―― ――― ――→

通

14 13 13

22.
計算化学的手法を活用した精密機能材料の創製技術
の開発

情報
←―― ――― ――→

通

14 14 14

23.
脳機能材料開発のためのミニ蛋白質の創製法に関す
る研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

通

13 14 13

24.
酵素概念模倣による飽和炭化水素選択酸化触媒の研
究

材料 ←―― ――― ――→
通

13 14 13

25.
酸化物熱電変換セラミックスの材料設計に関する研
究

材料 ←―― ――― ――→
通

14 14 13

26.
MeV重イオン励起表面反応の高度計測技術による高機
能材料の開発に関する基礎的研究

材料
←―― ――― ――→

通

14 14 14

27.
セラミックスの粒界の評価及び制御による超塑性の
発現に関する研究

材料
←―― ――― ――→

通

13 14 14

28.
高齢者の筋出力調整系における神経－筋機能の可塑
性に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

通

14 14 12
29.ゲノムDNA配列情報の構造生物学的解析 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 通

14 14 13

30.
環境感覚を用いた人間の生理情報の蓄積とその応用
に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

通

13 14 13

31.
燃焼によるダイオキシン類の生成・分解機構に関す
る研究

環境
←―― ――― ――→

通

13 14 14

32.
沿岸海洋生態系における外部負荷及び内部生産有機
物の循環過程に関する研究

環境
←―― ――― ――→

通

14 14 14
33.低温微生物の低温適応機能とその応用の研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 通

13 13 14
34.人工衛星群のカオス軌道制御の研究 情報 ←―― ――― ――→ 郵

15 14 15

35.
高温における転位の動的挙動解析法の確立とそれに
基づく高温変形素過程の解明に関する研究

材料
←―― ――― ――→ 科

11 10 科

36.
モデル生物ゲノム解析を利用した新規放射線感受性
遺伝子の分離と機能解明に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――→

科

14 12 11

37.
ダイオキシン類と多環芳香族炭化水素類の複合毒性
の評価に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→

環

14 14 15 5

38.
生体組織形成を模倣したミセルの自己組織化による
規則配列制御ナノスケールセラミックスの創製

材料
←―― ――― ――― ――→ 経

11 13 11 5 3 通

39.
LCA手法による地球温暖化対策設計ツール開発に関す
る研究

環境
←―― ――― ――― ――― ――→ 経

15 14 15 通

40.
短時間微小重力下におけるプレート状高品質結晶熱
電半導体材料の構造及び熱電特性に関する研究

ｴﾈﾙｷﾞｰ
←―― ――― ――→ 経

17 16 通

41.
環境調和型メディアとしての超臨界二酸化炭素逆ミ
セル系の創出

環境
←―― ――→

通

15 13 14

42.
閉鎖性湾域における外的環境変動が内湾環境に及ぼ
す影響と応答機構の解明に関する研究

環境
←―― ――― ――→ 国

課　題　名 分　野
実施
機関



（単位：百万円）
 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
14 14 12 建

43.
地域社会特性等の分析による社会資本整備の評価に
関する研究

社会基盤
←―― ――― ――→ 国

14 16 15 建

44.
励起中性粒子線による表面脱離計測技術に関する研
究

材料 ←―― ――― ――→ 国

14 14 12 科

45.
気相拡散浸透法を中心としたV-Ni系水素透過膜の製
造技術確立に関する研究

製造技術
←―― ――― ――→ 国

14 15 15 科
46.生体中の放射性核種濃度とその分布に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 国

15 14 10 科

47.
胎盤の機能異常に着目した環境有害物質による胎仔
の発育阻害メカニズムの解明

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――― 環

13 12 環

48.
微生物由来の揮発性有機化合物による室内空気汚染
の解明と衛生居住環境の開発に関する研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――→

（厚）

14 15 15 厚

49.
冷害に伴ういもち病発生予測技術の高度化に関する
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→ 農

13 14 16 農
50.マイクロ分析システムの統合化技術に関する研究 材料 ←―― ――― ――→ 経

14 16 14 通

51.
カーボンナノチューブの超微粒子触媒による合成制
御と電子デバイスへの応用

材料
←―― ――― ――→ 経

14 15 14 通

52.
運動・知覚神経と筋との双方向再接続技術に関する
研究

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
←―― ――― ――→ 経

13 14 9 5 6 通

53.
生体硬組織の無機ネットワーク構造を模倣した骨組
織誘導型人工骨の創製

材料
←―― ――― ――― ――― ――→ 経

11 18 18 通
54.暗号通信手段の安全性自動検証に関する研究 情報 ←―― ――― ――→ 経

13 14 13 通

55.
閉鎖性水域の水質改善を目的としたマイクロバブル
生成機構の研究

環境
←―― ――― ――→ 経

13 13 15 通

56.
環境調和型無機・有機ポリマーハイブリッドの開発
に関する研究

材料
←―― ――― ――→ 経

10 10 5 通
57.順応条件が急変する時の視覚機能に関する研究 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ←―― ――― ――→ 国

15 14 運

58.
河口湿地の環境形成速度及び物質動態に関する基礎
的研究

環境
←―― ――→ 国

建

小　　計 176 465 583 611 323 186 8 6

中　　計 274 540 684 683 400 232 8 6

課　題　名 分　野
実施
機関



２．中核的研究拠点（ＣＯＥ）育成　【実施期間：１０年間（研究開始後３年目及び６年目に中間評価）】

 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

344 363 364 361 361 31 41
1. 超常環境を利用した先端材料研究 ←―― ――― ――― ――― ――→ ←―― ―――

344 362 380 363 360 32 41
2. 生体内情報伝達・制御 ←―― ――― ――― ――― ――→ ←―― ―――

344 360 358 360 359 32 41
3. 生命工学（生体情報分野） ←―――――－―――－―――－――→ ←―― ―――

365 359 361 361 359 41
4. 植物ゲノム機能研究 ←―― ――― ――― ――― ――→ ←――

350 352 363 360 359 40
5. 先端的光通信・計測に関する研究 ←―― ――― ――― ――― ――→ ←――

356 356 360 359 351

6.
極限場を利用した量子効果発現に関する研究（調整費充当領
域：極微構造に起因する量子効果発現に関する研究）

←―― ――― ――― ――― ――→

360 360 360 359 361

7.
神経難病の分子機構の解明とその克服に向けた予防・治療法
の開発に関する研究（調整費充当領域：遺伝性神経・筋変性
疾患の分子機構の解明と予防・治療法の開発）

←―― ――― ――― ――― ――→

362 360 359 380

8.
昆虫機能利用研究（調整費充当領域：昆虫機能を利用した新
材料の創出に関する研究）

←―― ――― ――― ―――

353 360 359 341

9.
新情報パラダイムに基づく技術分野の研究（調整費充当領
域：大域情報処理技術）

←―― ――― ――― ―――

359 360 361

10.
光反応制御・光機能材料（調整費充当領域：光反応制御の研
究）

←―― ――― ―――

小　　計 1,032 1,800 2,529 3,239 3,600 2,609 1,998

３．重点基礎研究

 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992

(126) (172) (175) (175) (182) (206) (196) (203)

675 1,350 1,351 1,351 1,351 1,362 1,400 1,378

４．省際基礎研究

 63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994

(8) (16) (24) (24) (24) (24) (24)

300 750 1,158 1,111 1,158 1,161 1,181

５．重点研究支援協力員制度

（単位：百万円）

７年度 ８年度

1995 1996

(12) (22)

446 900
重点研究支援協力員制度 その他

分　野

その他省際基礎研究

分野課　題　名

分野

課　題　名

課　題　名

課　題　名

重点基礎研究 その他

ｴﾈﾙｷﾞｰ

情報

材料

情報

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

分　野

材料

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ



（単位：百万円）

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

41 41 40
――― ――― ――→ 科

41 42 37 科
――― ――― ――→ (厚)

40 40 40 厚
――― ――― ――→ 経

41 40 40 41 通
――― ――― ――― ――→ 農

39 40 40 41 農
――― ――― ――― ――→ 総

40 40 40 39 39 郵

←―― ――― ――― ――― ――→ 科

40 41 40 40 38 科

←―― ――― ――― ――― ――→
(厚)

376 40 42 40 37 35 厚

――→ ←―― ――― ――― ――― ――→ 農

346 40 38 38 38 40 農

――→ ←―― ――― ――― ――― ――→ 経

368 362 40 38 38 39 40 通

――― ――→ ←―― ――― ――― ――― ――→ 経

通

1,372 726 396 277 190 114 40

（単位：百万円）

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

(203) (204) (263) (231) (262) (270) (281) (282)

1,400 1,400 2,100 2,100 2,200 2,200 2,200 2,200

（単位：百万円）

７年度 ８年度 ９年度

1995 1996 1997

(24) (16) (8)

1,181 774 387

実施
機関



Ⅵ 経過措置分－その他
１．国際共同研究総合推進

 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

（１）国際研究交流促進

(120) (182) (121) (85)

① 国際研究交流育成 ←―→ ←―→ ←―→ ←―→

96 136 107 82

(28) (32) (33) (42)

② 国際ワークショップ ←―→ ←―→ ←―→ ←―→

283 314 315 345

(148) (214) (154) (127)

379 450 421 427

（２）国際共同研究

(120) (135) (162) (126)

① 二国間型 ←―― ――― ――― ―――

760 810 861 744

② 多国間型

274 225

1.
地球科学技術研究のための基礎的データセット作成研究（平
成8年度より総合研究から移行）

←…… ……… ……→ ←―― ――→

200 225 225 212

2.
アジア地域の微生物研究ネットワークに関する研究（平成8
年度より総合研究から移行）

←…… ――― ――→ ←―― ――→

30

3.
アジア・太平洋地域に適した地震・津波災害軽減技術の開発
とその体系化に関する準備研究

←―→

220

4.
アジア・太平洋地域に適した地震・津波災害軽減技術の開発
とその体系化に関する研究

←――

5. 金ナノ粒子担持酸化チタンの触媒作用の研究(FS研究）

6.
エネルギー物質の危険度評価に関する国際的総合研究(FS研
究)

7.
フィリピン海プレート周辺域の地震断層に関する調査研究
(FS研究)

1,234 1,260 1,116 1,176

(122) (137) (164) (128)

中　　計 1,234 1,260 1,116 1,176

２．重点国際交流

（単位：百万円）

 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

1991 1992 1993 1994 1995

←―― ――― ――― ――― ――→

(14) (19) (27) (27) (27)

３．個別重要国際共同研究

62年度 63年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

1987 1988 1989 1990 1991 1992

←―― ――― ――― ――― ――― ―――

(46) (29) (41) (80) (80) (80)

４．調査・分析

 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度

1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989

(3) (6) (7) (4) (4) (5) (5) (4) (3)

96 210 196 143 151 166 288 408 140

(3) (6) (5) (3) (4) (3) (3) (4) (5)

53 97 74 43 55 39 30 39 59

(6) (12) (12) (7) (8) (8) (8) (8) (8)

150 307 270 186 206 204 318 448 199

② 研究調査の設定等のための調査・分析

課　題　名

課　題　名

その他個別重要国際交流

① 科学技術政策立案のための調査・分析

重点国際交流

課　題　名

課　題　名 分野

その他

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

分　野

その他

その他

その他

小　　計

小　　計

小　　計

環境

社会基盤

社会基盤

材料

ｴﾈﾙｷﾞｰ

社会基盤

分　野



（単位：百万円）

12年度 13年度 14年度 15年度

2000 2001 2002 2003

(60)

←―→

57

(32)

←―→

300

(92)

357

(46) (15)

――― ――→

898 296

247 193 211 201

――― ――→ ←―― ――→

41
←―→

10

←―→

52

←―→

1,248 488 211 201

(50) (16) (1) (1)

1,248 488 211 201

（単位：百万円）

５年度 ６年度 ７年度

1993 1994 1995

――― ――― ――→

(80) (80) (120)

（単位：百万円）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

(3) (4) (2) (3) (2) (2) (2) (2) (2) (2) (1)

136 111 139 204 186 186 185 185 203 282 178

(5) (11) (6) (7) (8) (8) (8) (9) (9) (7)

59 95 55 73 83 85 85 80 72 68

(8) (15) (8) (10) (10) (10) (10) (11) (11) (9) (1)

195 206 194 277 270 271 270 265 275 350 178

自

科通学民

科運建学民

科国学民

科運建学民
通学民

実施機関

科農通運建学民

環大厚農通学民



５．緊急研究、緊急受託研究等

56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度

1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989

( 2) ( 1) ( 1) ( 1) ( 2) ( 2) ( 2) ( 2) ( 4)

128 41 42 52 64 113 230 143 126

( 1) ( 2) ( 1) ( 1) ( 2) ( 1) ( 1)

62 152 84 17 28 85 15

( 14) ( 17) ( 14)

36 42 30

小計（緊急受託研究を除く） 190 193 42 136 81 141 351 185 171

6. その他

56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度

1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989

（１）総合推進等（工業所有権取得を含む） 41 46 53 63 69 70 78 81 89

（２）新技術開発事業団への出資金 585

（３）異分野交流 300 926

（４）フェローシップ

（５）科学技術特別研究

（６）その他 2

（７）節約分 84 300 215 221 249 277 294 322 354

小　　計 710 346 268 284 318 347 372 705 1,368

 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度 63年度

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

各年度研究課題数（※印の緊急措置は課題数に含まない） 20 26 28 31 158 203 262 261

各年度調査課題数 6 13 12 7 8 9 8 8

3,403 6,000 6,150 6,300 7,100 7,900 8,400 9,200

合計は各小計の計と一致しない。

＊の予算額は、当該年度の機動的国際対応。

昭和56年度欄には、節約充当分を重複して計上。

（）内は、課題数または人数

平成7年度はⅣ経過措置分－その他の3．個別重要国際交流に4億円、Ⅲ経過措置分－国研活性化プログラムの3．重点基礎研究
に7億円、１次補正により増額。

Ⅳ経過措置分－その他１．国際共同研究総合推進の(2)国際共同研究②多国間型は、平成7年まではグローバル・リサーチ・
ネットワーク(GRN)として総合研究に含まれた。

注１）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

注７）

注８）

実施機関略号：（内）内＝内閣府、（総）総＝総務省、（科）科＝文部科学省、（厚）厚＝厚生労働省、（農）農＝農林水産
省、（経）経＝経済産業省、（国）国＝国土交通省、（環）環＝環境省　【（）あり＝各府省（所管の国立試験研究機関を含
む）,（）なし＝各省が所管する独立行政法人】、公＝公設試験研究機関、学＝大学、民＝民間（特殊法人）

（省庁再編前）：図＝国立国会図書館、日＝日本学術会議、警＝警察庁、北＝北海道開発庁、科＝科学技術庁、環＝環境庁、
沖＝沖縄開発庁、法＝法務省、大＝大蔵省、文＝文部省、厚＝厚生省、農＝農林水産省、通＝通商産業省、運＝運輸省、郵＝
郵政省、労＝労働省、建＝建設省、自＝自治省、地＝地方公共団体、学＝大学、民＝民間法人(特殊法人を含む）、省庁再編時
期をまたがる課題について、実施機関は1段目が再編後、2段目は再編前の機関を示す。

Ⅱ経過措置分－推進的な研究の3．生活。社会基盤研究は、生活・地域流動研究（平成2年度～平成7年度）を発展的に拡充した
もの。

課　題　名

課　題　名

予　算　額　合　計

合　　計

（１）

（２）

（３）

緊急研究及び機動的国際対応

機動的国際対応

緊急受託研究



（単位：百万円）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

( 2) ( 2) ( 2) ( 3) ( 2) ( 1) ( 4) ( 4) ( 3) ( 2) ( 1) ( 2) 1 2

113 101 102 103 84 103 100 91 143 120 121 216 58 187

( 11) ( 9) ( 4) ( 3) ( 5) ( 3) ( 4)

10 16 3 5 16 0 9 7

123 117 105 108 100 103 100 100 150 120 121 216 58 187

（単位：百万円）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

101 105 114 126 132 156 160 161 160 160 155 323 387 694

95

169

357 525 550 998 1,163 1,388 1,613 1,813 2,025 2,265 2,265

627 630 760 1,123 1,294 1,543 1,773 1,974 2,185 2,425 2,420 323 387 694

（単位：百万円）

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度16年度17年度18年度 19年度

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

284 361 364 374 392 402 515 573 730 729 697 608 157 215 338 298 247 231 236

8 9 15 8 13 13 10 13 11 11 9 7 0 0 0 8 10 8 10

10,100 10,200 10,500 11,000 13,300 15,500 19,600 21,500 24,950 27,000 30,200 30,105 34,310 36,500 37,700 38,600 39,500 39,800 36,800




